
令和 7 年 3 月 17 日

9 時 0 分から 18 時 30 分まで あり なし

健康・生活

運動・感覚

認知・行動

言語
コミュニケーション

人間関係
社会性

（別添資料１）

事業所名 児童発達支援・放課後等デイサービス Can Be 支援プログラム 作成日

法人（事業所）理念
企業理念：株式会社　妙香　　　　　　　　　　事業所理念：児童発達支援・放課後等デイサービス Can Be
誰一人取り残さない社会の実現　　　　　　　　自分の人生を自分で選択し自己実現していく上で、「自律」「自立」は大切なことです。人生をよりよく生きるための力、「可能性」を育てていく活動を行ってまいります。

支援方針

Can Beは、0歳～18歳までのお子様に、児童発達支援（乳児期・幼児期）、放課後等デイサービス（学童期・思春期）を、専門性の高い支援を通してトータルサポートいたします。
お子様の年齢にとらわれず、お一人お一人の発達段階に合わせて目標を設定し、個別支援や集団活動を通して個々の課題にスモールステップで取り組んでまいります。
お子様の「できた！」を増やし、自己肯定感と生きる力を育んでまいります。
また、不登校の児童・生徒の支援も行っております。教育委員会や学校と連携し、進学、就職までサポートしてまいります。

営業時間 送迎実施の有無

支　援　内　容

本
人
支
援

・お子様の安心した居場所づくりを行います。
・来所時の健康チェック、連絡帳等で健康状態の把握、活動中の状況観察を行います。
・基本的な生活スキルの向上として、お一人お一人の課題（トイレトレーニング、衣服の着脱、食事等）に合わせた療育、支援を行います。
・見通しを持った活動として、スケジュール表や絵カードを用いた時間や活動の構造化を行い、自己決定を促していく支援をします。
・生活力を身につけることとして、自分に出来ること出来ないことの把握、他者に援助を求める力、時間、持ち物、お金の管理等を支援していきます。

・視覚・聴覚・嗅覚・触覚・味覚の五感を刺激する活動を通して、感受性豊かな情緒の発達を支援していきます。
・運動療育（リトミックやサーキット）では、楽しみながら模倣や粗大運動を行い、日常動作や運動の基本的筋力・技能・持久力の獲得を支援します。
・音楽療法では、美しい音や楽しい音楽に合わせて歌ったり、リズムにのって体を動かしたりする活動を行います。
・感覚統合では、遊びの中で感じている情報と動作を結び付け調整、統合することで、動作をスムーズに行うことが出来るよう支援します。

・お子様を認め受容することで、人生をポジティブに捉える事が出来る自己肯定感を育む支援をしていきます。
・お一人お一人の認知特性を考慮し、自己理解・気持ちのコントロールの対処法・ABAを用いた支援を行います。
・不適切行動を防ぐための環境調節や代替え手段の獲得を行います。
・環境から情報取得し、そこから必要なメッセージを選択、行動するという一連の認知過程の発達の支援を行います。

・表出手段にとらわれず（ジェスチャー・絵カード・言語・文字）意思表示を促す支援を行う。
・口形模倣・オノマトペ・言語模倣等自発的な発声や発語を促す療育を行います。
・具体的な物事や体験と言葉の意味を結び付ける等により体系的な言語の習得、自発的な発言を促す支援を行います。
・日常の様子や絵カード、絵本等を活用し、場面場面の様子の言語化を促す支援を行う。
・基本的なコミュニケーションスキルとして、挨拶、お礼、謝罪、ユーモアのある会話、相手の状況を推察・推測する力（他者理解）などを養っていく支援を行います。
・自分だけでは解決できないことに支援を求めたり、他者に援助を求めたりする力の育成を支援していきます。
・自分の思いや要求、考えを言語化し相手に伝えることが出来るよう、お子様の自己決定を尊重し支援していきます。
・違う意見を受け入れ、話し合いにより相手に歩み寄る、または、新たなアイディアを出し問題を解決していく力を支援していきます。

・アタッチメントの形成として、人との関係を意識し身近な人と親密な関係を築く、その信頼関係を基盤として周囲の人と安定した関係を形成するための支援を行います。
・模倣行動として、遊び等を通じて人の動きを模倣することにより、社会性や対人関係の芽生えを支援します。
・感覚運動遊びから象徴遊びへの支援として、感覚機能を使った遊びや運動機能を働かせる遊びから見立て遊びやつもり遊び、ごっこ遊びを通じて、徐々に社会性の発達を支援します。
・一人遊びから協同遊びへの支援として、一人遊びの状態から並行遊びを行い、大人が介入して行う連合遊び、役割分担してルールを守って遊ぶ協同遊びを通して、徐々に社会性の発達を支援します。
・自己の理解とコントロールのための支援として、大人を介在して自分のできること、できないことなどは自分の行動の特徴を理解するとともに、気持ちや情動の調節ができるように支援を行います。
・他者理解と集団に参加することへの支援として、集団に参加するための手順やルールを理解し、遊びや集団活動に参加できるよう支援していきます。
・社会参画の支援として、社会的ルールの理解やマナーの習得、他者との適切な距離感等、社会に適応するためのスキルトレーニングを支援していきます。

主な行事等
・各季節（お花見・端午の節句・夏祭り・ハロウィーン・紅葉・クリスマス・お正月・節分・雛祭り等）の良さを感じることができるよう制作やおやつレク、お楽しみ会等を行います。
・入園・入学・卒園・卒業等の行事も大切にしていきます。
・保護者会や情報交換会等保護者様向けのイベントも企画実施していきます。

家族支援
・個別の面談等の機会を設け、ご家族様のお悩み事等をサポートしていきます。
・保護者様への子育て支援、ペアレントトレーニングを行っていきます。
・保護者様同士が情報交換を行える場を提供します。

移行支援
・園や学校、社会に適応していけるよう支援をしていきます。
・児発→放デイ→進学・就職・就労へと切れ目のない支援（進路相談・関係機
　関への情報提供等）を継続して行うことができるようサポートします。

地域支援・地域連携
・地域の園や学校、医療機関、福祉施設と連携を図り、包括的な支援を行って
　いきます。
・地域の公園利用や清掃、夏祭り参加等地域に根差した活動を行っていきます。

職員の質の向上

・事業所内研修、本社研修、集団指導研修、虐待研修・身体拘束適正化研修、
　非常災害時（火災・水害・地震・感染）対応研修、社外研修等各研修や事例
　検討会を通して職員のスキルアップに努めています。
・虐待研修・身体拘束適正化委員会、非常災害時対応委員会、感染防止委員会
　等各委員会を設置し、環境整備や訓練等に取り組んでいます。


